
令和５年１０月２１日（土）

氷室町会自主防災会 出前講座

「高めよ 防災力」～その時に備えて～

松本市危機管理部



本日の主な項目

■ 地域の（災害）特性

■ 松本市で懸念される地震

■ 水害・土砂災害

■ 自助・共助・公助で減災

■ 避難所の開設・運営



１ 自然条件

長野県中央西部、西部の山地は北アルプスの前山的存在、
東部は梓川地区を東西に流れる梓川により形成された河
岸段丘地帯、耕地を含め集落はここに分布し、生活圏の
大部分は標高６００～８００ｍの範囲に広がっている。

２ 気候

内陸性、冬期寒冷期間が長いものの、積雪量は少ない。
降雨量は年間1,100ｍｍ程度

３ 自然条件に見る災害の要因

かつては大雨の度に洪水や決壊を繰り返していた梓川も

上流に三つのダムができたことや、護岸工事により堤防が

完備したことにより、氾濫による被害は殆ど考えられなく

なった。

地震は、糸魚川～静岡構造線断層帯及び境峠～神谷断層

帯が近傍に存在する。

梓川地区の地域特性



氷室町会の地形・土地利用
①

④

②

③



近年の災害記録

災害年月日 被 害 地 域 及 び 状 況

昭３３年７月 集中豪雨で丸田橋、大和橋流出、堤防決壊３カ所、
被害額１５００万円、自衛隊１２０名災害派遣

昭３４年９月 台風１５号（伊勢湾台風）により家屋全壊１０戸、半壊２８７戸、
被害額７９０万円

昭３６年６月 増水により中央橋流出

昭４０年７月 長雨により、梓川堤防決壊（神田川３００ｍ・下立田１３０ｍ・氷
室１３０ｍ）中央橋、梓川鉄橋（大糸線）橋脚流出

昭４５年６月 梅雨前線豪雨により上水道水源地に大きな被害、臨時水源確保

昭５８年９月 台風１０号の影響による大雨で梓川橋（丸太橋）、下島橋、橋脚流
出、穴沢、尾入沢、木神沢が土砂流出により氾濫、長坂が土砂崩れ
により通行止め、床下浸水家屋４８戸（被害総額３億７千万円）



氷室町会の災害特性

●地震 → リスクあり

●洪水 → リスクあり

●土砂災害 → リスクなし

程度の差はありますが、災害への備えが必要！

地域の災害特性
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＜松本市付近の地震の記録＞

○ 841年2月13日（続日本後記）・・・1178年前

マグニチュード6.5

「信濃國言。地震。其聲如雷。一夜間凡十四度。墻屋倒頽。公私共損」

（信濃國で地震。一夜の震動十四度。公私の損害多大であった）

○ 1791年6月23日 松本付近で地震・・・ 228年前

マグニチュード6.7

「松本城 本丸の高塀30間倒れる。」

○ 2011年6月30日 長野県中部地震（マグニチュード5.4）

最大震度5強

死者1名、重症3名、軽傷14名

家屋被害多数

■地震編



松本ではどんな地震が起こるか？

海溝型地震 （プレートの反発）
東北太平洋沖地震（東日本大震災）
南海トラフ巨大地震（東海・東南海・南海）

内陸型地震 （プレート内の地震）
兵庫県南部地震（阪神淡路大震災）
中越地震、熊本地震
首都直下地震

◎地震のタイプ

松本地域（糸魚川-静岡構造線

断層帯）は、全国の活断層で最

も地震発生確率が高い！
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地震による揺れ－震度とマグニチュード

● 「震度」とは、地表で感じる揺
れの強さをいいます。

気象庁の観測点において、計測
震度計で計測し、発表されます。
正確には、｢震度階｣または｢震度
階級｣といいます。震度には0 ～ 7 

までありますが､このうち5 と6 は

それぞれ強と弱に分かれていま
す。

● 「マグニチュード｣は、地震の
規模そのものを表す尺度です。

また、断層破壊の大きさを表す
尺度でもあります。

一般には、マグニチュード7.8

以上の地震を「巨大地震」といい
ます。

東日本大震災では日本での観
測史上初のマグニチュード9.0 を
記録しています。 9



地震全体のエネルギー
地震１つに固有の規模

M6 M7 M8

１ 32倍 1000倍

2段階上がると1000倍
（1段階上がると約32倍）

震度7

軟弱
地盤

震度2 震度4 震度6

震源
地盤条件によって異なる

震度

マグニチュード

各地での
揺れの強さ

震源からの距離や

加速度と震動周期から算出

提供：信大 大塚教授
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地盤に力が加わると地層が切れて断層ができる。

断層が動くと地震が発生する。
最近動いた断層はとくに「活断層」とよばれる。

逆断層正断層

横ずれ断層

右横ずれ断層左横ずれ断層

提供：信大 大塚教授
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活断層とは
一般に、最近の地質時代にくりかえし活動し、将来も活動することが推
定される断層を、活断層という（ 活断層研究会，1991）

淡路市
野島断層保存館

提供：信大 大塚教授
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最近の地質とは
第四紀後期更新世
以後（約12～13万年
前以後とすることが
多い）



松本

松本盆地

東縁断層

長野盆地

西縁断層鹿島-満願寺断層

奈良井-霧訪山断層

麻績-松本断層
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主要活断層帯の長期評価（松本広域関係分）
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地震規模 ３０年以内発生確率

※ Ｍ７．６程度 14 - 30％

Ｍ７．７程度 0.009 - 16％

Ｍ７．６程度 0.02 - 13％

Ｍ７．２程度 不明

Ｍ６．８程度 不明

※ 全国の主要活断層の中で発生確率 第１位

霧訪山・奈良井断層帯（塩尻市東山～北小野～藪原）

長野盆地西縁断層帯

麻績区間（千曲～麻績～筑北）

政府「地震調査委員会」公表数値

断層帯名

糸魚川－静岡構造線断層帯

中北部区間（安曇野市明科～松本～塩尻～茅野）

北部区間（小谷～大町～池田～安曇野市明科）

境峠・神谷断層帯

主部（安曇～奈川～木祖～奈良井～伊那市）



断層帯の地表震度分布図
糸魚川-静岡構造線断層帯

(全体)
糸魚川-静岡構造線断層帯

(北側)
境峠・神谷断層帯（主部）

（出典：第3次長野県地震被害想定調査報告書（平成２７年３月））

16



揺れやすさマップ―広域版
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松本市の震度分布

⇒

震度６弱：
●立っていることが困難
●固定していない家具の大半が移動し、倒
れるものもある。
●ドアが開かなくなることがある。
●耐震性の低い木造家屋は瓦が落下したり、
建物が傾いたりすることがある。

震度６強：
●大きな地割れが生じることある。
●ブロック塀は殆ど崩れる。
●固定していない家具のほとんどが移動し、
倒れるものが多くなる。
●耐震性の低い木造家屋は、傾くものや、
倒れるものが多くなる。

震度７：
●立っていることができず、這わないと動
くことができない。
●固定していない家具のほとんどが移動し、
倒れる。飛ぶことも。
●壁のひび割れ、耐震性の低い木造家屋は、
傾くものや、倒れるものがさらに多くなる。

糸静線全体が活動した場合

氷室町会：震度６弱・強程度
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地震による松本市の被害想定

○第３次長野県地震被害想定調査報告書（抜粋）

区　分 最大震度
死者

（人）
負傷者
（人）

全壊・焼失
（棟）

半壊
（棟）

最大避難者数
（人）

糸魚川ー静岡構造線断層帯（全体） 7 1,190 7,260 24,220 19,940 88,880

糸魚川ー静岡構造線断層帯（北側） 6強 110 1,750 1,670 8,120 22,540

堺峠・神谷断層帯（主部） 7 70 150 170 1,020 4,840
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兵庫県南部地震
1995(H7).1.17
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2011(H23)年6月30日

長野県で発生した地震

松本地震（Ｍ5.4）による家屋の被害

提供：信大 大塚教授
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熊本地震
2016(H28).4.14 4.16
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地震への備え

●住宅の耐震化
昭和56年６月 建築基準法で耐震基準強化
昭和56年５月31日以前の着工は耐震性低い可能性あり

●家具の固定
家具類の転倒・落下・移動防止対策

●家庭での備蓄
水・食料等の備蓄
最低３日間分、可能な限り１週間程度

●非常持ち出し品の用意

災害による被害と対策



24●転倒・飛び出し防止が必要

自宅の中は危険がいっぱい・・・

命をつなぐ事前準備・予防
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地震直後の行動

あわてずに
身の安全を確保

災害による被害と対策

避難行動



強い揺れを感じたら・・・
● 安全な場所（頑丈な机の下や家具などがないスペース）で転倒物や落

下物から身を守る

● 体を低くしてヘルメットなどで頭部を守る

揺れが収まったら・・・
● 自宅の火の元確認、ガスの元栓・ブレーカーの切断

家屋の倒壊など危険が迫れば・・・
● 指定された避難場所へ避難

● 必ず徒歩で避難(けが人や要援護者の方は除く)

● できるだけ隣近所で声を掛け合って避難

● 川沿いなど、危険箇所を避けて避難

■ 避難の行動と心得
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■ まずは、自らの安全を確保（個人・家庭から）

・ 地震と水害、昼と夜。複数の状況を想定してみる。

・ 自宅や地域の被害、家族の状況を想像してみる。

・ 自宅内外の危険箇所や安全性の確認、修理や補強。

・ 「防災マップ」などを参考に、避難先や避難経路の

確認

・ 家族間の連絡方法の確認や、集合場所、災害伝言ダ

イアル「171」などの

使い方を知る。

29

命をつなぐ我が家の防災計画



３年 ８月 令和３年８月大雨（前線）洪水、土砂崩れ

熊本県、福岡県、鹿児島県、大分県、佐賀県、長崎県、広島県、兵庫県、

和歌山県、岐阜県、長野県、 死者１３名

２年 ７月 令和２年７月豪雨（梅雨前線による集中豪雨）洪水、土砂崩れ

熊本県、福岡県、鹿児島県、大分県、佐賀県、長崎県、岐阜県、長野県、

静岡県、山形県 死者８２名、行方不明４名

１年１０月 令和元年東日本台風（台風第１９号） 土砂崩れ、洪水

長野県長野市・千曲市等、関東、都北地域

死者８４名、行方不明９名 ７１河川決壊(10.23現在）

３０年 ７月 平成３０年７月豪雨（前線、台風） 土砂崩れ、洪水

広島県、岡山県ほか 死者２１７名

２９年 ７月 九州北部豪雨（梅雨前線、台風） 土砂崩れ、洪水

福岡県朝倉市ほか ３６名死者、５名行方不明

■ 水害・土砂災害

災害による被害と対策
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令和２年７月豪雨による松本市の避難所避難者数

7/8 大雨特別警報 発表
指定避難所への避難

37か所 169人
自主避難所への避難

６カ所 54人
経過
7.6 12:18 松本地域に大雨警報（土砂災害）

19:41 乗鞍上高地地域に大雨警報（土砂災害）
7.7 23:10 乗鞍上高地地域に土砂災害警戒情報
7.8 1:16 乗鞍上高地地域に洪水警報

3:10 避難勧告発令（大野川町会、沢渡町会）
6:00 避難所開設（２カ所）
6:43 松本、乗鞍上高地地域に大雨特別警報
6:43 避難勧告発令（全市の土砂災害警戒区域）
6:50 松本地域に土砂災害警戒情報
8:08 松本地域に洪水警報
8:20 避難所開設（35か所）

16:00 避難勧告解除に伴い、全ての避難所を閉鎖
2020.7.9 市民タイムス

災害による被害と対策
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令和３年８月前線に伴う大雨による松本市の避難所避難者数

８/１４～１６

指定避難所への避難
４３か所 ２８５人

指定避難駐車場への避難
７台 ８名

経過
8.13 19:43 松本、乗鞍上高地地域 大雨警報（土砂災

害）
8.14 9:10 松本地域 土砂災害警戒情報

9:45 乗鞍上高地地域 土砂災害警戒情報
9:50 避難指示（四賀地区）

避難所開設（四賀支所）
10:05 松本地域 洪水警報
10:45 避難指示（安曇、奈川地区）

避難所開設（安曇小中学校ほか６か所）
14:00 避難指示（全市の土砂災害警戒区域）

避難所開設（36か所）

8.15 6:30 避難指示（笹賀地区４町会）
8.16 7:00 避難指示解除に伴い、全ての避難所を閉鎖

アルピコ交通上高地線

波田地区上海渡地籍（１６区町会）
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左岸堤防護岸欠損（倭工業団地付近）

・８月１５日６時頃 犀川左岸77.25km付近（松本市上大妻地区）で堤防欠損
（L＝50m）が確認されました。

・８月１５日１０時１０分 応急復旧工事によるブロック投入作業を開始しました。
・８月１９日１０時３０分 ブロック投入等により、応急復旧を完了ました。

令和３年８月大雨による梓川の状況
（梓川の被災状況）
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令和３年８月大雨による梓川の状況
（応急復旧状況）

災害復旧工事完了後（Ｒ５年９月撮影）



日頃の備え その１

〇 自宅や職場・学校が、どのような場所

に位置し、洪水や土砂災害で

どのような危険が考えられるか確認しましょう。

〇 『松本市ハザードマップ【地区別マップ】』 を見て

☆ 河川が氾濫した場合、何ｍ浸水するか。

☆ 土砂災害が起こる可能性がある場所か。

を、確認しましょう。

水害時、安全に避難するために、
平時に、家族や地域で確認しましょう
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→ハザードマップに色が塗られている場合（災害リスク有り）、
原則、安全な場所へ避難が必要です！



日頃の備え その２

〇 近くの「指定避難所」「指定緊急避難場所」

が、どこにあるか確認しましょう。

〇 避難所、避難場所には、特定の災害

には使えないことがあります。

（洪）＝洪水時利用可

（土）＝土砂災害利用可

*２階以上

**３階以上

〇 避難所、避難場所までのルートを

確認しましょう。

そのルート上に、危険は

ありませんか？
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早めの避難 その１
〇 大雨や長雨が原因の水害・土砂災害の発生は、

ある程度予測ができます。

〇 大雨が降ったり、長雨が続いて、災害発生が予想

される場合は、テレビ、ラジオ、インターネット

などで気象情報を、確認しましょう。

〇 市から発令される

「避難情報」に注意しましょう。

災害発生が予想される時は、
あらゆる手段で情報を得ましょう。

災害危険
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〔参考〕 大雨に関する気象情報
種 類 意 味

特別警報
数十年に一度しかないような非常に危険な状況にあり、
ただちに命を守るための行動をとる等、最大限の警戒
を呼び掛けるために発表するもの。

土砂災害
警戒情報

大雨による土砂災害発生の危険度が高まった時、市町
村長が避難勧告等を発令する際の判断や住民の自主避
難の参考となるよう発表するもの。

記録的短時間
大雨情報

現在の降雨がその地域にとって災害の発生につながる
ような、稀にしか観測しない雨量であることを知らせ
るときに発表するもの。

大雨警報
重大な災害が起こる恐れがあるときに注意や警戒を呼
び掛けるもの。

大雨注意報
災害が起こる恐れがあるときに注意や警戒を呼び掛け
るもの。
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風水害時の注意事項

大雨時の避難は以下の点に注意しましょう

ハザードマップを参考に洪水時の行動を考えましょう
ただし、
●ハザードマップは計算上のシナリオ
●自然災害は想定どおりとは限らない
●臨機応変の行動が必要

早めの避難 その２
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